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み

企
業
経
営
の
理
論
を
学
ぶ

「
経
営
学
」の
お
も
し
ろ
さ

企
業
を
経
営
す
る
際
に
必
要
な
基
本
的
概

念
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
、
商
学
部
１
年

生
向
け
の
必
修
科
目「
経
営
学
入
門
」。
こ
の

日
の
講
義
で
は
「
経
営
戦
略
論
」
の
話
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。

「
そ
れ
で
は
『
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
』
の
話
を
続
け
ま
す
」

講
義
を
担
当
す
る
藤
原
先
生
が
ス
ク
リ
ー

ン
を
指
し
示
す
。「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
」
と
は
、
製
品
に
も
人
間
の
一
生
と

同
じ
よ
う
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
と
い

う
理
論
の
こ
と
。
市
場
は
導
入
期
、
成
長
期
、

成
熟
期
、
そ
し
て
衰
退
期
と
推
移
し
、
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
経
営
の
戦
略
指
針
も
変
わ
っ

て
い
く
。「
例
え
ば
、成
熟
期
に
お
い
て
は
市

場
全
体
の
規
模
が
そ
れ
以
上
拡
大
し
な
く
な

る
中
で
戦
略
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
状
況
で
は
、
あ
る
企
業
が
攻
撃
的

な
施
策
を
打
ち
出
す
と
、
他
社
は
顧
客
が
奪

わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
強
い
反
撃
に
出
て
く

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
競
争
よ

り
協
調
が
重
要
に
な
り
ま
す
」

大
教
室
な
が
ら
、
先
生
と
学
生
と
の
対
話

が
交
わ
り
つ
つ
企
業
経
営
の
お
も
し
ろ
さ
と

奥
深
さ
を
知
る
「
経
営
学
」
の
講
義
。
経
営

戦
略
の
話
は
さ
ら
に
発
展
し
、
こ
の
日
の
最

重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
「
３
つ
の
経
済
性
」
の

文
字
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
。

経
営
に
関
す
る
理
論
を
学
び

具
体
例
で
よ
り
理
解
を
深
め
る

「
企
業
の
競
争
優
位
を
考
え
た
と
き
、そ
の

根
幹
に
な
る
の
が
『
３
つ
の
経
済
性
』
で
す
」

３
つ
と
は
「
規
模
の
経
済
性
」「
範
囲
の
経

済
性
」「
学
習
の
経
済
性
」
の
こ
と
。
ま
ず
説

明
さ
れ
た
の
が「
規
模
の
経
済
性
」。
そ
の
定

義
を
示
し
た
あ
と
で
続
く
の
が
具
体
例
だ
。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
消
し
ゴ
ム
を
作
る
と
き
、あ
る

メ
ー
カ
ー
で
は
原
型
代
が
10
〜
20
万
円
、
金

型
代
が
40
万
円
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

２
つ
は
固
定
費
で
す
か
ら
、
作
る
数
に
か
か

わ
ら
ず
一
定
の
金
額
が
か
か
り
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
製
品
１
個
に

割
り
振
ら
れ
る
固
定
費
は
減
り
、
製
品
１
個

当
た
り
の
平
均
費
用
が
下
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

『
規
模
の
経
済
性
』
の
一
例
で
す
ね
」。
藤
原

先
生
の
講
義
の
大
き
な
特
長
は
「
実
際
の
企

業
の
事
例
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
」
こ
と
。
理

論
と
現
実
が
対
応
す
る
関
係
に
あ
る
と
実
感

す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る

仕
組
み
な
の
だ
。

商
学
部
で
は
「
導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
（
１

年
生
の
必
修
）」
な
ど
、15
名
ほ
ど
の
少
人
数

ク
ラ
ス
で
行
う
ゼ
ミ
形
式
の
講
義
が
並
行
し

て
進
ん
で
い
る
。
学
生
が
課
題
範
囲
を
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

ク
ラ
ス
全
体
で
討
議
す
る
。

「
ゼ
ミ
は
１
〜
４

年
生
ま
で
あ
り
、
高

学
年
に
な
る
に
従
っ

て
専
門
性
が
高
ま
っ

て
い
く
よ
う
に
設
計

し
て
い
ま
す
。
少
人

数
で
の
濃
密
な
討
議

を
通
じ
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」高

度
な
教
育
は
優

秀
な
学
生
を
育
成
す

る
。
こ
の
場
所
か
ら

次
代
を
担
う
人
材
が

巣
立
っ
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

企
業
経
営
に
必
要
な
知
識

「
３
つ
の
経
済
性
」と
は
？

一
橋
大
学

経
営
学
入
門

この講義で
学ぶこと

経
営
に
関
す
る
本
質
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
。
社
会
を
よ
り
豊
か
に
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
し
て
産
業

を
牽
引
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
先
端
的
な
経
営
人
材（captains of industry

）の
養
成
を
目
指
す
。

4
年
間
の
少
人
数
ゼ
ミ
教
育
が
特
徴
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

中西 祐介くん
商学部２年／兵庫県立 神戸高校卒

坂内 秋斗くん
商学部２年／東京都 私立 早稲田高校卒

一橋大学は学生があまり多くないので、少数精鋭で
しっかりと学ぶことができると思います。法学部な
ど他学部の講義も受講でき、興味のある分野を広く
学べるのも魅力です。

経営学の基礎的な理論を実在の企業の具体例を織
り交ぜて解説してくれるので、より深い理解がで
きます。将来は起業したいと考えているので、し
っかりと経営学を身につけていきたいです。

一橋大学はここがおもしろい！ 「経営学入門」はここがおもしろい！

※講義は2019年に取材したものです。

経
営
学
の
基
礎
的
な
概
念
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
。
主
に

「
経
営
戦
略
論
」「
経
営
組
織
論
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
会
計
学
」
の
4
つ
の
領
域
に
つ
い
て
学
び
、
企

業
経
営
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
読
解
す
る
力
を
養
っ

て
い
く
。

西キャンパ
スにある唐
揚げ丼専門
店「西安」の
「こっぺい
丼」がおすすめ。温玉入りや
チリソースなどバリエーシ
ョンも豊富です！
中西 祐介くん

私の学食
オススメ
メニュー

─
商
学
部
─

URL https://www.hit-u.ac.jp/
〒186-8601 東京都国立市中２-１
一橋大学 学務部入試課
TEL　042-580-8150

大学情報

5.7（火）
at 国立キャンパス

10:45~12:30

駅から続く並木道を進むと見え
てくる一橋大学・国立キャンパ
ス。緑にあふれたキャンパス内
に歴史を感じる校舎が立ち並
ぶ、素敵な環境が広がっていま
した。都心の喧騒から離れ、生
き生きとした表情で学ぶ学生た
ちの姿が印象的でした。

一橋大学は
こんな大学

記者の目

商学部 経済学部 法学部 社会学部

今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

2005年一橋大学大学院商学研究科博
士後期課程を修了。博士（商学）。京都
産業大学経営学部専任講師、准教授を
経て、2013年より現職。2006年に日
本経営学会賞（論文部門）を受賞後、
2010年から2011年にかけてコペン
ハーゲン・ビジネス・スクールにて客
員研究員を務める。2018年には、東南
アジア市場に関する長期現地調査を実
施。専門分野は、経営戦略論とイノベ
ーション・マネジメント。

Profile

藤ふ
じ

原わ
ら 

雅ま
さ

俊と
し

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA
講
義
で
紹
介
し
た
「
3
つ
の
経
済
性
」
は
、
業
種
を
問
わ
ず
企

業
経
営
の
根
幹
を
な
す
普
遍
的
な
概
念
で
す
。
10
年
後
、
学
生

た
ち
が
若
き
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
複
雑
な
経
営
現
場

に
立
つ
と
き
に
目
指
す
べ
き
戦
略
を
示
し
て
く
れ
る
羅
針
盤
と
な
っ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。
大
い
に
役
立
て
て
、
社
会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

建学の精神未来へ
HistoryFuture

伝
統
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
た

深
い
学
び
と
学
内
外
で
の
幅
広
い
学
び

一
橋
大
学
は
、
国
内
で
最
も
伝
統
の
あ
る
社
会
科

学
系
研
究
大
学
と
し
て
の
長
い
歴
史
と
実
績
を
誇

り
ま
す
。
創
設
以
来
の
教
育
的
使
命
は
「
国
際
的

に
通
用
す
る
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
り
得
る
人

材
」
の
育
成
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
豊
富
な
教
授
陣
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
の
特
長
で
あ
る
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
深
い
専
門
知
識
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
論
理
的
な
思
考
力
や
規
範
的
な
判
断
力
も
養

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
的
に
学
部
間
の
垣
根
が
低
く
、
他
学

部
の
開
設
科
目
を
自
由
に
履
修
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
東
京
外

国
語
大
学
、
東
京
工
業
大
学
と
締
結
し
て
い
る
四

大
学
連
合
で
は
、学
際
的
な
学
び
を
推
進
す
る「
複

合
領
域
コ
ー
ス
」
を
設
置
。
幅
広
い
教
養
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

留
学
支
援
制
度

本
学
の
教
育
目
標
の
ひ
と
つ
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
む
社
会
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
代

の
社
会
に
貢
献
し
得
る
人
材
の
育
成
」が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
26
か
国
・
約
1
0
0
校
の
協
定
校
へ
の

半
年
か
ら
1
年
間
の
留
学
を
支
援
す
る
制
度
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
留
学
先
で
の
授
業
料

は
免
除
さ
れ
、
一
定
の
条
件
の
下
、
修
得
単
位
を
本

学
の
卒
業
要
件
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

留
学
以
外
に
も
、
全
学
生
を
対
象
と
し
た
1
年
次

必
修
科
目
「
初
年
次
英
語
ス
キ
ル
教
育
」
や
、
海

外
調
査
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

P52-53_一橋_再校


